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　ツールホルダは工作機械と切削工具をつなぐ製品で、
工具の振れ精度や工具、機械主軸の寿命や負荷に影響
を及ぼす重要な要素である。品質と剛性が高く、しっ
かりとバランスがとれたホルダを使用することで加工
を精度良く長期間にわたって行うことができる。金型
業界においては加工品の特性から常に干渉の問題がつ
きまとうため、先端径の小さなものを選んで使用する
必要もある。
　市場にはさまざまな方式のツールホルダが存在して
いる。日本でも広く使用されているコレットチャック
は汎用性に優れるが、ナットでコレットを固定する関
係で一般的に先端径が大きくなる。干渉の問題が起こ
りやすいため、金型部品の製造においては先端部がよ
り細い焼ばめやハイドロチャックなどが使用されてい

ることが多い。金型加工においてはヨーロッパ諸国で
も焼ばめホルダが多用されている印象だ。
　焼ばめはその把握力や振れ精度からハイエンドの
ツールホルダとして位置づけられていて、金型加工の
現場では特にその先端径の細さから重宝されている。
しかし、運用上いくつかのデメリットも存在する。
　例えば、「工具交換時にホルダへ熱を加えることで
火傷の危険性があること」、「工具挿入後冷却する必要
があるため、工具交換に時間がかかること」、「加熱・
冷却を繰り返すことでホルダが劣化し、精度の低下が
発生したり工具寿命が短くなったりすること」などで
ある。
　ハイドロチャックも把握力、精度ともに優れるが、
温度変化に弱く、長時間工具を把握していると徐々に
圧力が抜けて把握力が弱くなるなど課題がある。細身
のホルダでは剛性が不十分なこともある。
　そのほか、複雑な内部機構を備えた機械式のホルダ
なども存在するが、剛性は高いもののバランスがとり
づらく高速回転に不向きであるなど、それぞれ一長一
短である。こうした中で、金型加工においても欧州や
米国を中心に細身ながら強力な剛性と振れ精度を兼ね
備えるレゴフィックス社の「powRgrip（パワーグリッ
プ）」が注目されつつある。

「powRgrip」
　powRgripはスイスに本社を置くレゴフィックス社
が開発した、独自技術を用いた「圧入式」ツーリング
システムである。システムは専用のコレット、ツール
ホルダ、圧入ユニットで構成され（図1）、圧入ユニッ
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図 1　powRgrip の構成




